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「土佐源氏」を読んで
　宮本常一の代表作、「忘れられた日本人」に収録されている「土佐源氏」を読んだ。「忘れられた日本人」は、民俗学者である著者が全国を歩き、その土地で出会った老人たちの人生を、彼ら自身が語るライフヒストリーをまじえながら描かれている。
　土佐源氏は、土佐の山中、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆすはら),檮原)村の乞食小屋に住む盲目の老人である。「小屋」といっても橋の下にむしろ引いただけの粗悪なもので、そこに源氏は30年近く住んでいるという。
　土佐源氏の話は、幼少の頃から現在に至るまでの源氏の人生について書かれているが、この老人を今の言葉で表すとすれば、「女好きのプレイボーイ」といったところだろうか。本人も自らの人生について、人をだますことと女子をかまうことで過ぎてしまったと話している。幼少期、学校へは行かず、子守の女子たちと遊んで暮らした（男は源氏一人なのでハーレム状態）源氏は、15歳のときに「ばくろう」になる。ばくろうとは各地を転々としながら牛や馬の売買や仲介をする職業のことで、彼らは悪い牛を「この牛は良い牛じゃ」と百姓にウソをついて預け、代わりに良い牛と取り換えていたそうだ。
　この「ウソ」について興味深い話がある。それは、「百姓は『良い牛』として置かれた『悪い牛』」を、半年後にはちゃんと『良い牛』に育てている」というものだ。まさしく予言の自己実現やトマスの公理である。このことについて源氏は、石コロでも自分の力で金に変える百姓は神さまみたいなもので、それに比べて自分たちはカスだと語っているが、そもそも石コロを金に変える魔法をかけたのは、カスであるばくろうたち自身の口から出た「ウソ」であったというのが面白い。
　さて、冒頭で私は土佐源氏のことを「女好き」であると述べたが、以下、源氏の女性関係について少し触れていきたい。
　ばくろうの親方の死をきっかけに一人立ちした源氏は、婆（妻）と世帯を持ち真面目に暮らそうとする。しかし、そのまま落ち着くことはなく、役人の嫁さんや県会議員のおかたさま（奥さん）と関係を持つことになる。その後、目が見えなくなってからは婆の元に戻り、乞食生活に身を落とした。
　また、ばくろうは、後家を相手に遊ぶことが多かった。理由は、村の掟と関係がある。村には村の掟があり、中へ入ればその掟に従う必要があり、目に余ることをすれば村八分になってしまう。だから、誰にも迷惑をかけない後家＝現在は独り身の女性を相手にしたという。ただ、ばくろうのように各地を転々とするものは、村の掟に従ったり、村人と付き合う必要はない。その代わり、世間もまともな者として見てくれないのだと源氏は語る。一見、村や人間関係のしがらみなどがなく、自由気ままに見えるばくろうという職業だが、それ故にどこにも属せない中途半端さ、また、なんともいえぬ寂しさがこの語りから伺えた。
　通常、自らの女性遍歴を語ることは、多少のためらいや恥じらいがあるものなのではないかと私は思う。しかし、文中からイメージできるのは、懐かしみながら淡々と昔話を話す老人の姿であった。
　土佐源氏を読んでいて、以前読んだ「零度の社会-詐欺と贈与の社会学-」を思い出した。零度の社会で取り上げられている詐欺師「阿辺」と源氏が似ているのである。ちなみに、著者である荻野も、文中で土佐源氏の話を引きあいに出している。土佐源氏と阿辺について、私は2つの共通点を挙げる。1つは彼らと関係した女性の境遇という点、もう1つは両者が女性に優しかったという点である。
　荻野も指摘しているように、土佐源氏が関係した2人の女性、役人の嫁さんと県会議員のおかたさまは、ともに地位が高いとされている男性の妻である。しかし、彼女らはあくまで夫の地位に依存した存在であり、彼女たち「自身」はどこにも存在しないと荻野は述べている。ある種現実から「疎遠」となった存在なのである。一方、詐欺師の阿辺は、銀行の貸付係である「大林章子」という女性から、約2年間にわたり2億円近くを受け取っている。この大林という女性は、幼いころに人差し指の先をうしない、それが理由でよくいじめにあっており、自分は人並みに生きていくとはできないと考えていたという。そのため、役人の嫁さんや議員のおかたさまと立場は違えど、大林という女性もまた、現実社会と疎遠なところに存在していたのである。
　そんな彼女らの前で登場したのが、女性に優しい（＝もう１つの共通点」土佐源氏と阿辺であった。源氏は「わしは女の気に入らんようなことはしなかった」と語り、逮捕された後の阿辺も「（大林を）おどしたり、叩いたりなんかしていませんよ」と供述している。
　彼女らにとって、源氏や阿辺という存在は、現実社会では夫によって覆われている「自分」、指の先がないというコンプレックスによって人並みに生きてはいけない「自分」を汲み取ってくれる存在であったといえる。
